
金
揮
官
蹟
志
巻
占
ハ

。
葛
巻
隼
人
昌
俊
邸
跡

前
回
平
太
夫
奮
邸
の
向
に
て
.
子
孫
世
々
此
の
邸
地
に
居
住
せ
し
か

E
、
明
治
鹿
糠
置
臓
の
際
家
屋
を
段
ち
、
地
所
を
費
却
し
て
退
去
し
、

今
中
華
校
の
地
内
と
成
り
た
り
。
設
宇
る
に
、
葛
巻
隼
人
は
慶
長
金

津
披
聞
に
、
者
巻
隼
人
邸
と
て
城
内
松
原
屋
敷
の
越
に
邸
地
を
載
せ

た
り
・
。
諸
土
城
内
よ
り
披
外
へ
移
紺
仰
を
命
ぜ
ら
れ
し
頃
‘
堂
形
前
に

て
邸
地
を
賜
は
り
た
る
た
ら
ん
か
。
葛
巻
昌
俊
墓
碑
記
に
云
ふ
。
君

雄
大
野
木
。
共
始
出
v
自
昌
清
和
源
氏
一
名
昌
俊
.
雅
名
藤
十
郎
。
長
稽
=

隼
人
プ
主
計
某
之
子
.
而
以
=
天
E
三
年
-
誕
尖

d

共
父
職
死
輔
君
幼
而

孤
@
男
翁
鴻
見
新
右
衛
門
携
晶
君
母
-
徒
a
越
前
州
立
魁
士
葛
巻
十
右
衛
門

新
装
v
偶

d

唯
有
二
女
プ
政
再
襲
a
君
之
母
刊
一
若
亦
股
v
身
障
v
鷲
.
十
右
衛

門
回
無
嗣
.
鞠
v
君
配
v
女

d

以
塑
其
家
吋
固
定
以
遂
胃
昌
高
倉
氏
云
品
川
昌

夫
正
十
五
年
事
・
我
先
侯
高
徳
公
-
一
式
々
。
寛
永
十
五
年
君
年
六
十
四
.

上
疏
致
仕
云
ぺ
鹿
安
四
年
七
月
十
七
日
卒
昌
子
金
津
私
第
一
享
年
七

十
七
.
と
あ
り
て
、
務
組
高
徳
公
以
来
、
瑞
龍
公
・
微
妙
公
・
陽
民
公
・

松
雲
公
の
代
に
至
り
‘
・
凡
そ
五
代
に
歴
任
せ
り
。
そ
の

E
細
の
仰
は

既
に
城
内
部
に
載
せ
た
り
。

O
前
田
平
太
夫
長
成
邸
跡

犬

杓

慶
安
三
年
七
月
六
日

犬
千
代
在
江
戸
に
つ
き
一
一
利
か
く
の
ご
と
し
。

千

と

し

中j

常

前
田
平
太
夫
内
御
か
め
か
た
へ

延
貸
四
年
九
月
丹
後
長
時
夜
す
る
に
依
っ
て
、
丹
後
知
行
分
三
千
石

を
合
は
せ
八
千
石
を
知
行
し
‘
同
七
年
八
月
十
二
日
平
太
夫
長
成
六

十
二
践
に
て
夜
す
。
嗣
子
監
物
長
則
遺
跡
を
繕
ぎ
、
父
の
家
総
八
千
石

の
内
七
千
石
長
則
へ
賜
は
り
‘
残
り
千
石
は
舎
弟
孫
丞
長
治
に
賜
は

り
け
る
廃
、
同
年
十
二
月
長
則
澱
す
。
子
た
き
に
依
っ
て
弟
長
治
を

養
嗣
子
と
注
し
.
遺
跡
を
継
ぎ
遺
知
七
千
石
賜
は
り
、
是
よ
り
後
世

主
連
綿
し
て
七
千
石
を
家
換
と
な
し
、
慶
藩
笹
森
の
際
ま
で
堂
形
前

の
居
第
に
居
住
す
。
賞
す
ぺ
き
人
な
し
と
い
へ
ど
も
、
堂
形
漣
に
て

大
身
た
る
を
以
て
袋
に
載
す
。

O
仙

石

或
は
千
石
町
と
も
書
け
り
。
此
の
町
名
の
由
来
未
だ
詳
か
た
ら
守
。
三

重
記
に
、
寛
永
八
年
四
月
金
津
火
災
の
時
千
石
町
堂
形
と
見
h
た

り
。
さ
れ
ば
往
昔
は
堂
形
前
と
綿
せ
る
地
へ
か
け
て
千
石
町
と
も
呼

ぴ
た
り
け
ん
。
同
記
に
慶
長
七
年
天
守
へ
雷
落
ち
本
丸
炎
上
の
時
、

町

. 
-

金
滞
古
蹟
志
血
管
占
ハ

ニ
八

延
賓
金
津
固
に
、
前
田
平
太
夫
前
日
三
十
七
間
四
尺
、
奥
行
四
十
五

閲
三
尺
五
寸
と
あ
り
。
此
の
邸
地
は
従
前
堂
形
前
務
傘
氏
の
向
ひ
、

紳
尾
氏
の
隣
地
、
今
庚
坂
遇
南
側
に
て
‘
中
畢
校
の
向
ひ
也
。
長
成

は
前
回
丹
後
長
時
の
二
男
也
。
兄
左
馬
助
長
室
、
寛
永
十
七
年
に
父

丹
後
の
釆
地
五
千
布
を
賜
は
り
た
り
。
利
常
卿
判
書
如
v
左。

父
丹
後
守
知
行
分
五
千
石
之
鹿
.
令
且
扶
助
-
畢
a

会
可
a
領
知
-
欣
如
v

件
@

寛
永
十
七
年
十
二
月
廿
一
日

前
田
左
馬
助
殿

然
る
に
E
保
元
年
、
左
馬
助
三
十
五
歳
に

τ、
父
丹
後
に
先
だ
ち
捜

す
る
底
、
翌
年
十
月
丹
後
長
時
に
加
恩
地
三
千
石
賜
は
り
、
先
知
共

八
千
石
、
内
先
知
五
千
石
は
故
定
馬
助
の
弟
平
太
夫
長
成
へ
賜
は

り
、
丹
後
は
金
滞
城
代
を
命
ぜ
ら
れ
、
金
谷
第
の
後
目
地
丹
後
屋
敷
に

居
住
し
、
平
太
夫
は
堂
形
前
に
居
第
を
賜
は
り
、
袋
に
居
住
す
。
俊

安
三
年
平
太
夫
内
室
へ
化
粧
料
二
百
石
賜
は
り
た
り
。
共
の
読
書
左

の
如
し
。

和j

常

事j

け
は
ひ
悶
と
し
て
二
百
石
の
所
ま
ゐ
ら
せ
治
き
候
。
永
L
K

牧
納
有

ぺ
〈
、
の
く
だ
ん
の
如
し
。

南
堤
の
脇
に
三
十
三
聞
の
的
場
及
び
嬰
馬
場
あ
り
て
、
共
の
外
は
侍

町
・
堂
形
へ
織
ぎ
て
と
あ
り
。
侍
町
は
卸
ち
千
石
町
の
事
た
ら
ん
か
。

越
中
宮
山
に
も
千
石
町
と
い
ふ
あ
り
と
い
へ
り
。

。
本
阿
碩
光
甫
奮
邸

延
貨
の
金
棒
闘
を
見
る
に
、
仙
石
町
の
中
程
の
東
側
た
る
邸
地
を
本

阿
漏
光
甫
と
記
蛾
す
。
按
・
予
る
に
光
甫
は
利
常
卿
小
松
に
在
城
し
給

ふ
頃
よ
り
、
万
叙
の
手
入
方
を
命
ぜ
ら
れ
、
利
常
卿
苑
逝
後
綱
紀
卿

も
命
ぜ
ら
れ
し
故
に
、
京
都
よ
り
金
樺
滞
留
中
の
止
宿
と
し
て
邸
地

を
賜
ひ
、
愛
に
滞
在
せ
し
た
る
べ
し
。

O
本
阿
調
光
甫
侮
脂

松
雲
公
夜
話
録
に
-X
ふ
。
松
雲
公
幼
少
の
御
時
、
御
家
に
停
は
り
け

る
小
鍛
冶
の
御
長
刀
を
ぽ
、
御
奥
御
寝
聞
の
御
上
段
鴨
居
の
上
花
、

微
妙
公
の
御
指
固
に
て
掛
け
さ
せ
ら
れ
て
置
か
れ
た
り
。
共
の
頃
今

枝
民
部
年
寄
女
中
松
村
・
今
井
杯
へ
‘
必
守
織
あ
る
女
中
怠
E
此
の

御
聞
の
内
へ
入
り
申
す
問
敷
と
竪
〈
申
付
け
置
き
け
る
に
、
つ
や
と

申
す
女
中
織
有
v
之
鹿
、
風
と
右
の
御
閲
へ
入
り
け
る
に
、
共
の
健
御

長
刀
落
ち
て
輸
は
づ
れ
、
昼
よ
り
ね
だ
ま
で
切
り
込
み
た
り
。
然
れ

ど
も
忍
に
は
少
し
も
相
違
悲
し
。
今
井
・
松
村
た
ど
殊
の
外
恐
れ
け

二
九




